
 

令和３年度第１回 妙高山・火打山地域入域料部会 

 

 

日 時：令和３年４月１９日（月）  

午後１時３０分から 

会 場：妙高市役所３階３０３会議室 

 

 

 

 １．開  会 

 

 

 

 ２．部会長あいさつ 

 

 

 

 ３．報告事項 

 

  （１）令和２年度 入域料事業報告について 

    

 

  （２）令和２年度 入域料特別会計決算報告について 

 

 

 

 ４．審議事項 

 

  （１）令和３年度 入域料事業計画（案）について 

 

 

  （２）令和３年度 入域料特別会計予算（案）について 

 

 

  （３）その他 

 

 

 

 ５．閉  会 



 

妙高山・火打山地域 

入域料部会 委員名簿 

 

No 区 分 所属・役職 氏 名 備 考 

1 学識経験者 東京農工大学 名誉教授 土屋 俊幸 部会長 

2   〃 新潟ライチョウ研究会 代表 長野 康之  

3 
自然環境保

全団体 
新潟県生態研究会 会長 松井 浩  

4 観光事業者 
妙高ツーリズムマネジメント 

総務部長 
竹田 幸則  

5 山岳ガイド インフィールド 代表 中野 豊和  

6 林野庁 
関東森林管理局 

上越森林管理署署長 
猪股 英史 

代理 

総括森林整備官 内海洋太 

7 新潟県 
県民生活・環境部環境企画課 

副参事 自然保護係長 
皆川 寛樹 

代理 

自然保護係 主任 榎並麻衣 

8  〃 
信越自然環境事務所  

国立公園課 課長 
岸 秀蔵  

9  〃 
妙高高原自然保護官事務所 

自然保護官 
山本 豊 代理 AC 帖地千尋 

10 妙高市 観光商工課 課長  城戸 陽二  

11  〃 環境生活課 課長 岩澤 正明  

 



令和２年度 入域料事業報告 

 

 

 １ 実施内容  

 （１）収受個所   ①笹ヶ峰登山口  ②燕温泉登山口 

 （２）収受期間   令和２年７月１日（水）から 10月 31日（土）まで 

 （３）収受方法    

①笹ヶ峰登山口   

・土日祝日及びお盆期間の午前５時から 10時までは収受員を配置 

・上記以外の時間は、協力金箱による収受活動 

  ②燕温泉登山口 

   ・終日協力金箱による収受活動 

   ・現地掲示物管理及び協力者記念品配布のため、地元事業所に管理委託 

 （４）金額  ５００円（任意） 令和２年度収受額３，９８３，８６１円 

 

 ２ 入域料充当事業  

 （１）ライチョウ保護対策事業 

  妙高戸隠連山国立公園火打山周辺におけるライチョウ生息地回復調査業務 

   決算額：９６８，８２５円 

   受託者：一般財団法人上越環境科学センター 

   箇 所：ライチョウ平 

   内 容：①センサーカメラ調査（７月～１１月） 

       ②環境改善事業（イネ科除去） 

       ③ライチョウ捕食者に係る糞調査（笹ヶ峰登山口から影火打） 

 

 （２）登山道整備事業 

  妙高山・火打山地域における登山道整備事業 

   決算額：０円（未執行額９１０，０００円は令和３年度へ繰越） 

  

 ３ その他  

 （１）妙高ツーリズムマネジメントとの連携により、入域料協力者が観光施設等で割引

特典（例：入浴割引など）を受けることができる取組を実施（協力：１８店舗） 

 （２）登山口における携帯トイレ販売の開始と、オオシラビソ林に携帯トイレブースの

設置 

 （３）登山口においてスマートフォンを活用した登山保険加入の仕組みの導入 

 

 



令和２年度 ライチョウ保護対策事業 概要 

 

○妙高戸隠連山国立公園火打山周辺におけるライチョウ生息地回復調査業務 

 

【目  的】 

  平成２８年度から４年間実施してきた火打山における協働型環境保全活動によって、イ

ネ科植物等が優占し、ライチョウの餌となる植物等が消失するなど、この３０年ほどで急

激な環境変化が起きていることが明らかにされてきた。 

  また、この業務における実験により、イネ科植物等を除去することによって、ライチョ

ウが餌としている主要な高山植物の開花・結実及びその種数の増加に効果があることが示

唆された。 

  これを受けて、かつてライチョウの生息地であったライチョウ平において、ライチョウ

が生息できる環境を復元するため実施するもの。 

 

【期  間】 令和２年６月２９日から令和３年１月２９日まで 

 

【業務場所】 火打山周辺 

 

【調査内容】 

 ①センサーカメラ調査 

 ≪場 所≫ 

  ・ライチョウ平試験区 

 ≪期間等≫ 

  ・７月下旬から１０月下旬にかけて６台のカメラの設置 

 ≪結 果≫ 

  ・ライチョウ、ノウサギ、キツネ、イノシシ、ニホンジカ等が撮影された。 

  ・イノシシについては連続する２日間のみ、ニホンジカについては１日のみ確認であり、

定着個体ではないと考えらえる。 

  ・ライチョウは積雪のある 11月に確認されているが、繁殖期の行動は不明である。 

 

 ②環境改善事業（イネ科除去） 

 ≪場 所≫ 

  ・ライチョウ平に４０ｍ×５０ｍの事業区の設置 

 ≪期 間≫ 

  ・事前調査８月２８日 

  ・環境改善事業８月２９日から３１日 

 ≪結 果≫ 

  ・３日間のべ６０人によるイネ科除去作業（除去量 595.5kg） 

  ・除去により、矮性低木（アオノツガザクラ等）の範囲が明確になった。 

  ・来年度以降の雪田植生の構成種を中心とした植物の回復が期待される。 

 

 



③ライチョウ捕食者に係る糞調査（笹ヶ峰登山口から影火打） 

≪場 所≫ 

 ・笹ヶ峰登山口から火打山、影火打への登山道左右１ｍ計２ｍの範囲 

≪期 間≫ 

 ・令和２年７月３０、３１日、８月２９～３１日、１０月２７日 

≪結 果≫ 

 ・テン、キツネ、ニホンザル、ノウサギ、ハクビシンなどの糞が確認された。 

 ・テンの糞から鳥類の羽が確認されたが、種は特定できなかった。 

 ・外来種のミンクが生息する可能性が示唆された。火打山周辺に生息する動物相にも大き

な変化が現れている可能性があるため、更なる調査が必要。 



 

令和２年度 入域料特別会計決算報告 

 

１．歳入                                    （単位：円） 

款 項 目 予算額 収入額 増減 備考 

1 負担金 1 負担金 1 負担金 438,000 438,000 0 市負担金 

2 協力金 1 協力金 1 協力金 1,000,000 3,983,861 2,983,861 入域料 

3 繰越金 1 繰越金 1 繰越金 1,887,804 1,887,804 0 前年度繰越金 

4 諸収入 1 諸収入 1 諸収入 196 280,628 280,432 携帯トイレ売上、預金利息等 

合計 3,326,000 6,590,293 3,264,293  

 

 

２．歳出                                    （単位：円） 

款 項 目 予算額 支出額 増減 備考 

1 運営費 

1 会議費 1 会議費 199,000 36,135 △162,865 委員謝金、費用弁償 

2 事務費 2 事務費 150,000 279,493 129,493 のぼり旗、消耗品等 

3 広告費 3 広告費 80,000 143,528 63,528 告知チラシ 

2 事業費 

1 事業費 1 協力金 2,325,000 1,979,891 △345,109 

ﾗｲﾁｮｳ保護対策事業 

 968,825 

登山道整備事業 0 

収受員賃金 363,614 

現地管理費 52,440 

協力者記念品 595,012 

2 繰越 

事業費 

1 繰越 

事業費 
555,000 3,379,291 2,824,291 R3 年度へ繰越 

3 予備費 1 予備費 1 予備費 17,000 583,050 566,050 山岳用携帯トイレ費用等 

合計 3,326,000 6,401,388 3,075,388  

 

 歳入 6,590,293 円 － 歳出 6,401,388 円 ＝ 差額 188,905 円は、市会計へ戻入 



令和３年度 入域料事業計画（案） 

 

 

 １ 実施内容  

 （１）収受個所   ①笹ヶ峰登山口  ②燕温泉登山口 ③新赤倉登山口 

            ※新赤倉登山口は、スカイケーブルの運行状況により検討 

 （２）収受期間   令和３年７月１日（木）から 10月 31日（日）まで 

 （３）収受方法    

①笹ヶ峰登山口   

・土日祝日及び繁忙期は午前５時から 10時までは収受員を配置 

・上記以外の時間は、協力金箱による収受活動 

  ②燕温泉登山口  ③新赤倉登山口 

   ・終日協力金箱による収受活動 

   ・現地掲示物管理及び協力者記念品配布のため、地元事業者に管理委託 

 

 （４）金額  ５００円（任意） 

 

 

 ２ 入域料充当事業  

 （１）ライチョウ保護対策事業 

  妙高戸隠連山国立公園火打山周辺におけるライチョウ生息地回復調査業務 

   予算額：１，５００，０００円 

   箇 所：ライチョウ平 

   内 容：環境改善事業 

       ・イネ科除去作業 

       ・令和２年度実施地におけるモニタリング 

 

 （２）登山道整備事業 

  妙高山・火打山地域における登山道整備事業 

   予算額：１，８８０，０００円 

  

 

 ３ その他  

 （１）妙高ツーリズムマネジメントとの連携により、入域料協力者が観光施設等で割引

特典（例：入浴割引など）を受けることができる取組を実施 

 （２）入域料充当事業の広報（ホームページや収受箇所における掲示） 

 （３）山岳用携帯トイレの普及啓発（笹ヶ峰登山口及び燕登山口） 

 



 

事業区間 



 

 

 

令和３年度 入域料特別会計予算（案）について 

 

１．歳入                                   （単位：円） 

款 項 目 
本年度 

予算額 

前年度 

予算額 
比較 備 考 

1負担金 1負担金 1負担金 72,000 438,000 △366,000 市から負担金 

2協力金 1協力金 1協力金 3,500,000 1,000,000 2,500,000 ＠500 円×7,000名 

3繰越金 1繰越金 1繰越金 3,379,291 1,887,804 1,491,487 前年度からの繰越金 

4諸収入 1諸収入 1諸収入 100,709 196 100,513 
山岳用携帯トレイ売上 ＠500×200個 

他、預金利息等 

合 計 7,052,000 3,326,000 3,726,000  

 

２．歳出                                   （単位：円） 

款 項 目 
本年度 

予算額 

前年度 

予算額 
比較 備 考 

1運営費 

1会議費 1 会議費 120,000 199,000 △79,000 委員謝金、費用弁償 

2事務費 1 事務費 150,000 150,000 0 収受に係る消耗品等 

3広告費 1 広告費 200,000 80,000 120,000 告知チラシ等 

2事業費 

1事業費 1 事業費 4,606,000 2,325,000 2,281,000 

ライチョウ保護対策事業 

      1,500,000 

登山道整備事業     1,880,000 

収受員賃金              400,000 

燕管理費          60,000 

新赤倉管理費       100,000 

協力者記念品 

(＠88円×7,000個)     616,000 

山岳用携帯トレイ購入 

(＠250円×200個)         50,000 

2繰越 

事業費 

1 繰越 

事業費 
1,900,000 555,000 1,345,000 

次年度ライチョウ保護対策事業及び

登山道整備事業等へ充当 

3予備費 1予備費 1 予備費 76,000 17,000 59,000  

合 計 7,052,000 3,326,000 3,726,000  

 


